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安
く
て
機
能
的
な 

制
服
、
体
操
服
を

　

矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）

　
問　

市
立
中
学
校
で
は
、
標
準

服
、
体
操
服
、
シ
ュ
ー
ズ
、
教
材

費
の
合
計
が
10
万
円
前
後
で
あ
る
。

市
内
統
一
の
標
準
服
を
導
入
し
、

１
着
当
た
り
の
価
格
を
抑
え
、
女

子
に
は
ス
ラ
ッ
ク
ス
や
キ
ュ
ロ
ッ

ト
な
ど
豊
富
な
選
択
肢
を
用
意
す

る
自
治
体
が
あ
る
。
町
田
市
で
も
、

標
準
服
、
体
操
服
の
統
一
モ
デ
ル

を
検
討
し
て
は
。

　

学
校
教
育
部
長　
標
準
服
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
が
判
断
し
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。
教
育
委
員

会
で
は
、
一
律
に
標
準
服
の
内
容

を
決
定
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
時
代
や
環
境
の
変
化
、

各
学
校
の
状
況
や
必
要
性
に
合
わ

せ
適
時
見
直
し
を
図
る
こ
と
は
、

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
統
一

の
標
準
服
な
ど
に
関
す
る
調
査
事

項
の
設
定
に
つ
い
て
、
先
行
事
例

な
ど
の
状
況
や
背
景
な
ど
、
一
度

把
握
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
具
体
的
な
調
査
事
項

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

「
断
ら
な
い
相 

談
」
を
町
田
に

　

𧦴
藤
か
つ
ひ
ろ
（
公
明
党
）

　
問　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
問
う
。

　

学
校
教
育
部
長　
児
童
生
徒
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
調
達
を
進
め

て
お
り
、
各
学
校
へ
の
配
送
は
、

年
明
け
の
１
月
中
に
は
完
了
す
る

予
定
で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

の
な
い
家
庭
へ
の
整
備
は
、
民
間

企
業
と
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問　

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
に

つ
い
て
問
う
。

　

防
災
安
全
部
長　
地
域
の
防
災

活
動
や
災
害
発
生
時
に
市
民
ら
の

リ
ー
ダ
ー
役
と
な
る
「
防
災
士
」

に
つ
い
て
、
他
市
に
お
け
る
資
格

取
得
補
助
等
の
事
例
な
ど
は
、
引

き
続
き
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

孤
立
防
ぐ
「
断
ら
な
い
相

談
」
の
実
現
に
向
け
て
。

　

地
域
福
祉
部
長　
市
庁
舎
の
１
、

２
階
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
複

合
的
な
相
談
は
丁
寧
に
聞
き
取
り
、

必
要
に
応
じ
、
専
門
の
支
援
機
関

に
つ
な
ぐ
な
ど
努
め
て
い
ま
す
。

性
と
生
／
木
曽
山 

崎
団
地
／
農
業

　
東
　
友
美（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

コ
ロ
ナ
禍
で
10
代
の
妊
娠

が
増
加
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
町
田
市
で
は
ど
う
か
。
学

校
で
特
別
な
性
教
育
は
行
っ
た
か
。

　

保
健
所
長　
４
～
７
月
で
前
年

度
比
１
・
５
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

指
導
室
長　
新
た
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
現
在
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問　

木
曽
山
崎
団
地
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
構
想
が
改
定
さ
れ
る
が

ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
住
民
の
意
見
を

広
く
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　
住
民
の
ニ

ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
、
Ｕ
Ｒ

と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

生
産
緑
地
貸
借
に
お
け
る

現
状
と
課
題
は
。

　

北
部
・
農
政
担
当
部
長　
都
市

農
地
の
貸
借
の
円
滑
化
に
関
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
18
年
９
月
か

ら
６
件
が
成
立
し
て
い
ま
す
。
農

業
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
貸
借
の
相
手

を
探
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
点
が

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ 

時
代
の
政
策
を

　

村
ま
つ
俊
孝
（
公
明
党
）

　

問　
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の

実
現
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
事

業
を
行
う
の
か
。

　

市
長　
11
月
か
ら
２
か
月
実
施

す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
プ
レ

ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
ま
い

り
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

は
、
国
が
新
し
い
生
活
様
式
の
実

践
例
と
し
て
示
し
て
お
り
、
市
も

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問　

コ
ロ
ナ
禍
で
足
が
止
ま
っ

て
い
る
事
業
・
団
体
が
あ
る
。
も

う
一
度
、
一
歩
踏
み
出
す
た
め
の

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

財
務
部
長　
感
染
拡
大
防
止
と

地
域
経
済
の
回
復
を
優
先
課
題
と

し
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
迅
速
に
対

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
問　

新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
同
時
流
行
の
備
え
は
。

　

保
健
所
長　
医
師
会
な
ど
で
十

分
連
携
し
、
な
る
べ
く
多
く
の
医

療
機
関
で
発
熱
患
者
が
診
療
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

養
育
費
支
援
／ 

道
路
遊
び
は
危
険

　

新
井
よ
し
な
お
（
諸
派
）

　
問　

全
国
の
自
治
体
で
養
育
費

に
関
す
る
支
援
事
業
が
始
ま
っ
て

い
る
。
町
田
市
も
導
入
す
べ
き
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　
都
内
で
は
、

港
区
と
豊
島
区
が
養
育
費
に
関
す

る
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
事
業

と
な
る
た
め
、
２
区
の
今
後
の
事

業
動
向
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

世
田
谷
で
道
路
遊
び
を
し

て
亡
く
な
っ
た
子
が
い
る
。
市
内

の
道
路
遊
び
頻
発
地
域
を
警
察
と

情
報
共
有
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

道
路
部
長　
道
路
遊
び
が
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
場
所
に
つ
い
て
、

事
故
や
住
民
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
警
察
と

情
報
共
有
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
効
果
的
な
活
用

の
た
め
、
ア
カ
ウ
ン
ト
名
の
変
更

や
発
信
内
容
を
見
直
す
べ
き
。

　

広
報
担
当
部
長　
名
称
の
変
更

に
つ
い
て
検
討
し
、
発
信
は
効
果

を
踏
ま
え
て
、
今
後
所
管
部
署
と

協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

自
由
通
路
は
本
当 

に
東
急
の
も
の
か

　

吉
田
つ
と
む
（
保
守
の
会
）

　
問　

南
町
田
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ

ー
ク
駅
北
口
か
ら
店
舗
に
通
じ
る

自
由
通
路
を
東
急
社
員
（
駅
員
の

方
を
除
く
）
が
東
急
の
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
節
が
あ
る
。
本
当
は

町
田
市
の
も
の
で
は
な
い
か
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　
自
由
通
路

に
つ
い
て
は
、
再
開
発
に
併
せ
て
、

一
緒
に
整
備
を
し
た
公
共
の
自
由

通
路
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

ま
ち
い
き
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
の
事
業
に
お
い
て
、
就
業
者

数
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
課

題
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

　

い
き
い
き
生
活
部
長　
事
業
所

と
ご
本
人
間
の
労
働
条
件
に
折
り

合
い
が
つ
か
な
い
こ
と
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
非

常
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
と
い

う
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
対

策
と
し
て
、
１
度
ヘ
ル
パ
ー
と
し

て
働
い
て
、
ま
た
再
度
働
き
た
い

と
い
う
場
合
に
は
フ
ォ
ロ
ー
研
修

を
行
っ
て
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う

と
い
う
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
事
業
者
に
も 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

　
わ
た
べ
真
実（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

介
護
事
業
者
に
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
拡
大
し
て
ほ
し
い
が
、
現

時
点
で
の
町
田
市
の
考
え
方
は
。

　

保
健
所
長　
無
症
状
者
へ
の
検

査
に
つ
い
て
は
、
８
月
28
日
に
国

か
ら
方
針
が
示
さ
れ
た
ば
か
り
で
、

動
向
を
注
視
し
、
必
要
な
体
制
が

構
築
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
問　

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

に
Ｄ
Ｖ
相
談
が
あ
っ
た
場
合
の
対

応
と
市
民
へ
の
周
知
の
方
法
は
。

　

市
民
協
働
推
進
担
当
部
長　
必

要
に
応
じ
て
適
切
な
関
係
機
関
を

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
広
報
ま
ち
だ
」、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
に
女
性
悩
み
ご
と
相
談

の
連
絡
先
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
問　

性
暴
力
被
害
者
支
援
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

市
民
協
働
推
進
担
当
部
長　
Ｄ

Ｖ
相
談
と
同
様
に
、
資
格
を
持
っ

た
相
談
員
が
相
談
者
か
ら
の
悩
み

を
伺
い
、
心
の
ケ
ア
を
行
う
と
と

も
に
、
内
容
に
応
じ
て
適
切
な
関

係
機
関
に
つ
な
い
で
い
ま
す
。

南
町
田
・
新
都
市 

計
画
の
こ
れ
か
ら

　

友
井
和
彦
　（
諸
派
）

　
問　

南
町
田
駅
北
側
の
準
工
業

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　
都
市
づ
く

り
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
今
年
、

来
年
と
検
討
し
、
策
定
す
る
予
定

で
い
ま
す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
い

う
こ
と
も
踏
ま
え
、
方
向
性
を
示

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

花
博
や
大
型
テ
ー
マ
パ
ー

ク
等
が
計
画
さ
れ
て
い
る
横
浜
市

の
旧
上
瀬
谷
通
信
施
設
地
区
と
の

連
携
模
索
を
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　
本
地
区
の

開
発
に
つ
い
て
は
、
南
町
田
エ
リ

ア
に
近
接
し
た
大
規
模
開
発
と
し

て
、
動
向
を
注
視
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
必
要
に
応
じ
て
都
市
間
連

携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
問　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
成
人
式
を

よ
り
安
全
に
実
施
す
る
た
め
、
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
ア
プ
リ
等
の
推
奨
を
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　
実

行
委
員
会
と
相
談
し
た
上
で
、
実

現
性
や
費
用
、
効
果
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
今 

後
の
財
政
見
通
し

　

藤
田
　
学
（
諸
派
）

　
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
策
と
同
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
等
も
含
め
た
財
政
見

通
し
に
つ
い
て
。

　

市
長　
今
後
、
数
年
間
は
市
税

の
減
少
傾
向
が
続
く
と
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。
自
立
的
な
財
政
運
営

が
困
難
に
な
り
、
市
債
な
ど
に
依

存
せ
ざ
る
を
得
な
い
財
政
状
況
に

な
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
問　

今
後
を
見
据
え
た
保
健
所

の
即
応
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
。

　

保
健
所
長　
保
健
所
全
体
で
対

応
体
制
を
取
り
感
染
症
担
当
以
外

の
保
健
師
も
当
番
制
で
感
染
症
業

務
を
行
う
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

市
民
病
院
の
現
状
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
。

　

市
民
病
院
事
務
部
長　
今
後
の

対
策
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
控
え
て

い
た
検
査
や
手
術
を
再
開
す
る
こ

と
で
患
者
数
の
回
復
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
減
益
に
対
し
て
、

都
の
補
助
金
を
活
用
し
、
減
益
幅

の
圧
縮
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

戦
後
75
年
目
の 

節
目
に
際
し
て

　
ち
だ
伸
也（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

戦
後
75
年
目
の
節
目
に
際

し
て
市
の
対
応
は
。

　

政
策
経
営
部
長　
例
年
行
っ
て

い
る
平
和
標
語
懸
垂
幕
の
掲
示
や

戦
没
者
へ
の
黙
禱
呼
び
か
け
に
加

え
、
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議

会
主
催
の
首
長
の
平
和
メ
ッ
セ
ー

ジ
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
問　

ま
た
、
風
化
し
な
い
た
め

の
努
力
は
。

　

政
策
経
営
部
長　
市
民
や
市
民

団
体
と
協
働
し
た
企
画
も
積
極
的

に
行
っ
て
お
り
、
戦
争
の
悲
惨
な

記
憶
が
風
化
し
な
い
よ
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
工
夫
を
重

ね
な
が
ら
、
平
和
関
連
事
業
を
し

っ
か
り
と
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
の
軽
減
は
進
ん
で
い
る
か
。

　

環
境
資
源
部
長　
市
民
１
人
当

た
り
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
３
・
42

ト
ン
を
目
標
値
と
し
て
い
ま
す
。

年
に
よ
っ
て
変
動
は
あ
り
ま
す
が
、

目
標
の
達
成
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

学校制服などのイメージ

熱
中
症
対
策
／
ひ 

と
り
親
家
庭
対
策

　

松
岡
み
ゆ
き
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

今
夏
は
熱
中
症
で
高
齢
者

の
救
急
搬
送
が
多
い
。
狛
江
市
の

エ
ア
コ
ン
購
入
費
助
成
を
参
考
に

設
置
が
な
い
高
齢
者
に
検
討
を
。

　

い
き
い
き
生
活
部
長　
水
分
補

給
な
ど
が
最
も
大
切
と
考
え
て
お

り
、
予
防
に
関
す
る
周
知
、
理
解

が
重
要
で
す
。
新
た
な
事
業
の
実

施
に
は
、
多
角
的
に
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

ひ
と
り
親
家
庭
の
住
宅
確

保
の
支
援
は
何
が
あ
る
の
か
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　
市
営
住
宅

は
ひ
と
り
親
家
庭
限
定
住
戸
を
設

置
、
都
営
住
宅
は
優
先
入
居
募
集

が
行
わ
れ
、
公
社
住
宅
は
収
入
基

準
緩
和
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
問　

他
市
で
乳
児
院
へ
新
生
児

置
き
去
り
事
件
を
受
け
、
女
性
と

新
生
児
を
救
う
た
め
赤
ち
ゃ
ん
ポ

ス
ト
の
よ
う
な
受
皿
が
必
要
で
は
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　
妊
娠
中
か

ら
産
後
の
養
育
に
つ
い
て
早
期
支

援
に
つ
な
が
る
よ
う
相
談
先
の
周

知
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。


